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　小縁に於ける學會に出席のため，又，南天研究の希望で臨時に一出張所開

設の目的を以って，去る年末の隔週聞を費すべく，京都を出資したのは十二

月12日であった．自分として，豪濁へは1927年十一」月と，1928年末と，既に

二同行つたことがあるので，こんどが島三周目である・

　1954年十二月互肥（水曜）午自il中，花山で研究室の整理，留守中の用事など依

頼し，午後下山，品定の如く19時55分京都騨獲の急行車に乗る．すぐ寝藁に

入り，熟睡．

　十二月s3日〔木曜）　6時∫ド，車rμ，ボ1イに起され，下車の準備．7時に下關

離着．廣津支部長に迎えられ，山陽ホテルで少憩．8時掌から梅光冠山院へ行

き，校内外を散歩，港内遠近の景色を見る，樽見氏に毎日日渡時の線閃光の

痴言をすSめた・9時から杢校生徒に一面の講演．それから此此氏に邊られつ

s，まつ門司に渡り，鶴原氏を訪ね，ユ0時孚に近海郵船L吉野丸「に乗船，正

午出帆した．熊田氏と同室である．

　海上，風波絶無，立田灘も，まるで瀬戸内海を行くやうに静かで，全く之

は始めての維験であった．天氣甚だ晴朗，17時20分，田中館氏と共に船橋の

操舵室を訪問中，エボシ島の燈皇の邊で，海中に沈む日没を見たが，まこと

に美しV・典型的な緑閃光を双眼鏡で見，ひとり喜んだ．辰氣櫻のためか，水

李より一分角ばかり上方で一抹の鮮線色帯が淺り，約3秒時聞見えた一此の

如き’見事な現象は今まで未経験のことであった．

　23時牟頃よりボ1ト甲板に上り，猫り天察を見る．恰も今夜は双子座流星

群の最盛期で，一時間に約100の流亙を見た．殊に0時44分にはオリオン座か

らエリダン座へ飛ぶ大火球を見た．光芒の長さ約30。，光輝は二四の一4等で，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お一旦潰えて，再び赤褐色の一6に燃え上った．時闇は約2．5，可なり急速であ
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つた．あとで船長窒に行き，此の時の船の位置は束律128つ15’，北緯32e49．　’で

あることを知った．

　　　杜一　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この夜，ミラ
　ぎ　なセまドけれ

　　譜拶㌦　’　「　、　　　　　　　　　　‘　星も大攣明る
　　硲糟賢眠㌧寝験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く，ほ～ご3．3と槻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　没1．ヌ，，オリオ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン座ア星が非常

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に減光し，確か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にし牛「のア星よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り淡く，ほ覧双

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子「のβと同じ

　　　　　　　　L吉　　野　　丸・　　　　　　　　　くて，光度は1・2

と目測した．

　十二月14日（金曜）　船はやはりお・だやかな海を南下中．今日は終日サル1ン

で計算．先日の草津で行った経緯度は，概算を終った．

　正午の船の位置，東裡126002’，北緯30。32’．もはやカノプス見も夜中に高

く見える．但し，日渡は低V・雲の中で，線閃光はかすかであった．ミラやベ

テルギウズは昨夜の通り，しかし，双子座流星は既に著しく減少してみた．

　灘北の速水和彦鱈よりの漱迎の無電選る．

　十二即5圓（土曜）朝，アジコ1ト島が幽界に入り，いよいよ憂潜も近く

なった．しかし船は門司出帆以來，時刻が多少おくれてみるので，入港も豫

定通りではないらしい，とにかくTEI　iFfl“から，船窒内の片づけ，荷物の整理

などする・

　］5時30分，JII9隆入港．學術協會の委員たちや蕗友だちに迎えられ，自分は

速水71一の斡旋で，　さきに獲逸しておいた25糎反射鏡のκ！1合を蓮逸店にきいて

見たが，末だし瑞徳丸■の下穣みになってみるので，藁中への積み出しは明H

になるらしいとのこと．從って豫定を少々攣更，今日は事北の宿に泊ると決

定．16時の臨時列車に乗る．

　17時，族館L朝陽號「に着いて，速水，荒勝，近藤．原諸君の來訪を受けた．
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稟中へ明日到着の旨，電斗1乏．

　＋二月i6日（日曜）午伽P，錦町43に蕉師吉川先生を訪ねたが，あいにく御

不在だつたので，宿へ引き返し，少々買物などした後，二物の整理．

　15時41分，豪北騨二三．同車した大橋牧師（聖公會）に，いろいろ上灘三三

をきく．20時44分，寮中到差．松本，速水弟諸君に騨頭で迎えられ，族館L千

代の家「に入る。

　十二月17日（月曜）　朝9時，松本君と同道して話中第二中塩魚へ行き，板垣校

長に愈ひ，望遠鏡据付けに關する厚意を謝し，荷物到着と共に，近々据付け

に）b＞　Nる二身の他を打ち合はせ，11時一旦蹄宿．一一11時37分，可なり遠距離

かららしい地震を感じた．

．｝14時，松本氏に案内されて高等女學校へ行き，岡崎校長に會って，松本氏

の擬測事業や，二中校庭借用の件等に記する厚意を謝した。其のうちに，望

遠鏡が無事に雪中へ到着した由の通知があったので，早速出かけて行き，學

校の職員たちに助けられつS，総計八個の荷物を解いた．すべて異歌は無い

模檬である・

　夕食後，19時より約2時聞，豪中市二三會の主催による天文講演愈が留書館

で開かれ，出講．今日は天球の概念から三二論をやったが，其の最中，圃ら

すもヘルクレス座新星二見の電報が京都から招いて，興を深くした．誠に十

年ぶりで，珍らしい＝ウスである・位置から言ふと，此の星は夕暮れと，早

饒と，日に二度見えるらしい．

　講演終了後，松本氏と二幅校庭へ行き，望遠鏡の藁の方角を三山したが，

校舎が少々西にふれてみるに拘らす，毒；は殆んど正しい子｛F線を向いてみて，

安心した．

　十二月18日（火曜）

　朝6時少し前，宿の二上から東北の低室を又眠鏡で捜索し，織女と龍座が星

との醐媒し瑚・噺壁見つ脈光臆・↓繊ら赫ア色鯖
白だから，倫ぼ上昇するものと思はれ・る．

　9時頃から二中へ行き，松本氏と，博物鮒の藤森氏と，三人で望遠鏡の据え

付けに論ヂする．佐官一人と人夫二人は下敷きの鐡板を11cの傾斜面に固定し



天界　166　　　　　　　　　豪　　蕎　　紀　　行　　　　　　　　　　　　133

た．一一意外に速く，据え付け作業は進み，17時fトには…慮終了・但しa　ljust－

111elltだけは明日にゆつる．
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　19時前ら21時字まで，昨日の眠きの天文講演を市の圃書館でやった．今日

は満員以上であった．内容は新宇宙論まで．

　今夕の下血により，松本氏は新．星の光度が2．0に近いと言ってゐられる．

　＋二月19日（水曜）　liL朝，ヘルクレスの新星を兄た．光度はL龍「のγとβと

の中間で，ほt’2．6等ぐらい．今日は午前中，松本氏が忙がしいので，自分も

宿で休養．11時頃から測候所を訪ねた．所長は敏年前に藁北測候所でタイム

親測係であった石川氏で，旧知であるところがら，ゆっくり話し込んだ．豪

中の天覧の事，阿里山の事など，いろいろ聞く．

　午後は14時から松本氏と．一二中へ行き，望遠鏡の自動装置の手入れと調節と

で，手は油だらけ．18時に三宿．一夜は，所持の襲眼鏡の解剖と修理とを，

蚊帳の中でやった．プリズムの塵が全く取れた．


